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1 活動をする上でどのような感染リスクが生じるか





②①に対して、どのような対策を講じ活動を行っていくか。また、その対策を
　どのように構成員に遵守させるか。








③感染予防の取組に関する団体内の責任者は誰か。（責任者を定めるだけでなく、構成員の引退等で、責任者が不在の期間が生じないようにすること。）
　
・（学生番号）・（氏名）・（役職）が責任者となり、交代時には速やかに構成員等変更届を学生支援課学生支援係に送付する
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④感染者が出た場合の大学等への連絡体制。

・新型コロナウイルスに感染が判明した構成員は③の責任者へ連絡し、責任者はただちに学生支援課学生支援係へ電話・メールで報告し、その指示に従う。
※夜間・休⽇の場合は、休⽇担当電話（警備員室） ℡ 0134-27-5226に連絡する。

⑤その他、移動時間を含む活動全体を通して、組織としてどのように感染予防対策を講じていくか。






【※記載する上での注意点】
・各項目については、構成員が見やすいように箇条書きで記載してください。
・①については、接触する場面がある・声を出す場面がある、激しい運動により呼気が激しくなる場合がある等、自分たちの実際の活動において想定される感染リスクを記載してください。
・③、④については一律に対応を指定しておりますので、赤字以外の部分については変更を加えないでください。
・②・⑤については小樽商科大学 課外活動時のルールに記載の各項目（消毒・手洗い・換気・体調管理・人数・距離の管理）及び各競技団体のガイドライン等を参考に、自分たちの活動形態に合わせて記載してください。
